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税
が
上
が
る
だ
け
で
は
な
く
介
護

保
険
料
の
負
担
増
や
非
課
税
と
い

う
こ
と
で
受
け
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

や
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
な
ど
重
大
で
あ
る
。
�
介
護
保

険
料
の
軽
減
措
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。
�
受
け
ら
れ
な
く
な
る
サ

ー
ビ
ス
や
軽
減
措
置
を
新
規
利
用

者
も
含
め
て
守
れ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
策
定
中
の

第
３
期
事
業
計
画
の
中
で
、
考
え

て
い
き
た
い
。
�
お
む
つ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
を
設

け
、
現
利
用
者
に
影
響
が
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

�
東
小
金
井
駅
北
口
に
お
け
る

歩
行
者
の
安
全
対
策
の
強
化
に
つ

い
て
、
�
駅
北
口
梶
野
通
り
東
側

交
番
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
か
け
て
の
歩
行
者
の
安
全
対

策
の
た
め
、
北
口
駐
輪
場
を
連
絡

通
路
と
し
て
通
行
で
き
な
い
か
。

�
駅
前
広
場
の
水
溜
り
の
解
消
を
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
管
理
上
、

交
通
安
全
上
難
し
い
。（
交
番
付

近
の
）
カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
を
カ
ラ

ー
舗
装
も
含
め
安
全
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
そ
の
旨
を
申
し
入
れ
た
。

　

�
地
方
税
法
改
定
に
よ
り　

歳
６５

以
上
の
高
齢
者
が
住
民
税
非
課
税

か
ら
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な

う
市
民
へ
の
影
響
は
、
市
・
都
民

東
小
金
井
駅
北
口
の
歩
行
者

の
安
全
対
策
の
強
化
を

　

教
育
部
次
長　

�
火
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
週
４
日
、
午
後
８

時
ま
で
の
延
長
を
計
画
し
て
お
り
、

平
成　

年
度
４
月
実
施
を
予
定
し

１８

て
い
る
。
�
本
館
の
時
間
延
長
の

実
績
を
検
証
し
た
後
、
分
館
等
の

時
間
延
長
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
�
既
に
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
各
市
の
図
書
館
の
運
営

実
態
を
調
査
し
て
、
本
市
の
導
入

に
つ
い
て
も
な
る
べ
く
早
く
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

　

教
育
部
長　

�
週
１
回
の
配
置

を
見
直
す
と
い
う
考
え
は
持
っ
て

い
な
い
。

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

小
金
井
図
書
館
協
議
会
は
６
月

　

日
、
図
書
館
の
運
営
体
制
等
の

１５見
直
し
に
つ
い
て
答
申
を
出
し
た
。

�
本
館
の
開
館
時
間
を
午
後
８
時

ま
で
延
長
す
る
と
あ
る
が
、
い
つ

ぐ
ら
い
を
め
ど
に
実
施
す
る
の
か
。

�
分
館
の
開
館
日
・
開
館
時
間
に

つ
い
て
、
公
民
館
の
開
館
時
間
に

合
わ
せ
る
と
し
て
い
る
が
検
討
状

況
は
。
�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

サ
ー
ビ
ス
は
貸
出
中
の
本
が
予
約

で
き
る
が
、
在
庫
の
本
も
予
約
で

き
て
最
寄
り
の
分
館
で
受
け
取
れ

る
サ
ー
ビ
ス
に
改
善
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
�
小

学
校
の
図
書
室
の
司
書
配
置
が
週

２
回
か
ら
週
１
回
に
変
更
さ
れ
て

い
る
が
、
週
２
回
を
維
持
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
民
の
期
待
に
応
え
る

図
書
館
を

体
育
館
の
プ
ー
ル
は『
つ
り
金
具
』

で
設
置
さ
れ
て
い
る
。
昨
日
、
点

検
し
た
と
こ
ろ
、
つ
り
ボ
ル
ト
を

止
め
る
水
平
ブ
レ
ー
ス
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
、
施
工
者
の
責
任
で
適
切
な

処
置
を
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
�
対
象
と
な
る
本
町

小
学
校
に
調
査
を
入
れ
て
い
る
。

■
こ
の
他
に
、
都
道
新
小
金
井
街

道
沿
道
の
住
民
か
ら
苦
情
が
出
て

い
る
振
動
問
題
に
つ
い
て
対
策
を

求
め
る
質
問
を
し
、「
都
に
善
処

を
求
め
る
」
と
の
答
弁
を
得
て
い

ま
す
。

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
�
過
日
、
帰
省
先
の
宮
城
県

で
大
地
震
を
経
験
し
た
。「
ス
ポ

パ
ー
ク
松
森
」
の
プ
ー
ル
の
天
井

が
９
割
方
落
下
し
、
重
傷
者
も
出

た
と
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
、

か
つ
て
地
震
以
外
の
理
由
で
天
井

の
構
造
物
が
落
下
し
た
こ
と
が
あ

る
小
金
井
市
の
総
合
体
育
館
プ
ー

ル
の
こ
と
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
今

回
の
地
震
後
、
国
は
「
技
術
的
助

言
」
を
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
、

市
に
も
来
て
い
る
か
。
ま
た
、
総

合
体
育
館
プ
ー
ル
に
は
「
振
れ
止

め
金
具
」
な
ど
は
付
い
て
い
る
か
。

そ
れ
ら
の
状
況
を
答
弁
願
い
た
い
。

�
他
の
公
共
施
設
へ
の
対
応
は
。

　

都
市
建
設
部
長　

�
国
か
ら
の

通
達
は
市
に
は
来
て
い
な
い
が
、

都
に
は
出
て
い
る
よ
う
だ
。
総
合

大
地
震
の
際
に
プ
ー
ル
の

天
井
な
ど
は
大
丈
夫
か
？

識
や
経
営
感
覚
の
向
上
、
事
業
主

管
課
に
よ
る
事
業
見
直
し
に
よ
る

新
規
事
業
予
算
化
が
可
能
、
経
常

経
費
の
削
減
、
組
織
の
自
立
化
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
主
管
課
に
枠
配
分

の
新
た
な
業
務
負
担
、
財
政
課
に

よ
る
事
業
内
容
の
把
握
困
難
、
予

算
の
流
用
の
判
断
が
困
難
、
国
の

動
向
の
把
握
困
難
。
�
枠
配
分
方

法
の
決
め
方
や
職
員
の
意
識
改
革
、

補
正
予
算
の
取
扱
い
が
課
題
に
な

り
、
直
ち
に
枠
配
分
予
算
方
式
に

変
え
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
�　
１５

市
で
実
施
。
�
財
源
が
な
い
の
で

既
存
の
広
報
手
段
で
広
報
す
る
。

　

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

財
政
課
が
各
課
よ
り
上
っ
て
き

た
予
算
要
求
を
査
定
し
た
従
来
型

の
予
算
編
成
よ
り
、
一
定
の
枠
で

各
課
に
予
算
編
成
を
任
せ
る
枠
配

分
方
式
の
方
が
、
事
業
評
価
と
も

結
び
つ
き
効
果
的
で
あ
り
、
現
場

の
実
情
に
応
じ
た
予
算
編
成
方
式

な
の
で
、
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

　

�
従
来
の
予
算
要
求
段
階
で
の

歳
出
と
歳
入
の
差
は
ど
の
く
ら
い

か
。
�
枠
配
分
方
式
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
�
小
金
井
市

に
導
入
す
る
場
合
、
何
が
問
題
と

な
る
か
。
�　

市
の
導
入
の
現
状

２６

は
。
�
予
算
へ
の
市
民
の
理
解
を

広
げ
る
た
め
、
読
本
の
作
成
を
。

　

企
画
財
政
部
長　

�　

億
円
以

２０

上
の
差
が
あ
り
、
歳
入
が
不
足
。

�
メ
リ
ッ
ト
は
職
員
の
コ
ス
ト
意

行
財
政
改
革
を
進
め
る

枠
配
分
方
式
予
算
を

市民の運動の場、総合体育館

節水は一人一人の意識から

で
も
取
組
を
進
め
な
い
か
。

　

教
育
部
長　

教
育
委
員
会
と
し

て
も
興
味
あ
る
が
、
検
証
が
必
要
。

現
在
も
光
熱
水
費
の
節
減
は
学
校

全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

節
減
の
財
源

は
他
に
も
有
効
活
用
す
る
。
現
段

階
で
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

■
還
元
さ
れ
る
お
金
は
、
エ
コ
ス

ク
ー
ル
推
進
に
も
活
用
も
で
き
、

壁
面
緑
化
や
雨
水
貯
留
槽
の
設
置

等
は
、
新
た
な
予
算
付
け
を
し
な

く
て
も
で
き
る
。
小
中
学
校
だ
け

で
な
く
公
共
施
設
も
含
め
て
、
取

組
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

ド
イ
ツ
の
公
立
学
校
で
は
、
生

徒
や
教
職
員
が
協
力
を
し
て
省
エ

ネ
活
動
を
行
い
、
節
減
で
き
た
経

費
を
全
て
自
治
体
の
財
政
に
戻
す

の
で
は
な
く
、
半
分
を
そ
の
学
校

に
還
元
す
る
「
光
熱
水
費
節
減
分

還
元
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
進
め
ら
れ
、

環
境
教
育
を
行
い
な
が
ら
、
自
治

体
の
経
費
を
削
減
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
日

本
で
も
こ
の
方
式
を
取
り
入
れ
、

環
境
教
育
に
も
活
か
そ
う
と
の
試

み
が
各
地
で
始
ま
り
、
大
き
な
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。
更
に
、
還
元

さ
れ
た
お
金
で
環
境
保
全
や
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
学
校
に
通
う
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
市
民

の
関
心
も
高
ま
る
と
考
え
る
。
市

学
校
の
省
エ
ネ
で
の
節
約
分

を
還
元
す
る
し
く
み
を

移動図書館あおぞら号

係
課
に
よ
る
検
討
委
員
会
、
庁
外

の
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
協
議

し
て
い
き
た
い
。
�
市
報
で
の
Ｐ

Ｒ
を
行
う
、
講
演
会
は
検
討
し
た

い
。

　

教
育
部
長　

�
今
後
、
対
象
児

童
別
の
指
導
計
画
を
作
成
し
、
個

々
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

■
こ
の
他
に
、
武
蔵
小
金
井
駅
南

口
再
開
発
区
域
内
に
出
店
予
定
の

大
規
模
店
舗
か
ら
市
内
商
店
の
営

業
を
守
る
こ
と
、
高
齢
者
の
家
具

転
倒
防
止
金
具
の
設
置
の
援
助
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�
市
民
か
ら
「
検
診
事
業
の
抽

選
に
は
ず
れ
、
検
診
が
受
け
ら
れ

な
い
。
改
善
を
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
希
望

す
る
人
が
検
診
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

財
源
の
問
題

が
あ
り
、
困
難
で
あ
る
。

　

�
学
習
障
害
な
ど
発
達
障
害
を

も
つ
人
の
た
め
の
法
律
が
、
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
。
�
発
達
障

害
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市
役

所
内
の
体
制
を
確
立
さ
せ
、
支
援

体
制
を
強
め
な
い
か
。
�
学
校
や

保
護
者
、
市
民
、
事
業
所
な
ど
を

対
象
に
し
た
講
演
会
を
実
施
し
な

い
か
。
�
小
中
学
校
で
の
発
達
障

害
の
支
援
を
充
実
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
庁
内
の
関

希
望
す
る
市
民
が
検
診
事
業

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に


